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本日の資料は
こちらで公開します

https://www.slideshare.net/hourin/

もしくは
「slideshare 法林」で検索



  

法林 浩之

@hourin

● 日本UNIXユーザ会 幹事 (元会長)
● さまざまなコミュニティとイベントを開催
● 全国各地のイベントで研究会を開催

● フリーランスエンジニア
● 最近はさくらインターネットの仕事が多い
● 他にも多彩なイベントを開催

● くわしくは「法林浩之」で検索



  

吉田 茂樹
● 情報科学芸術大学院大学［IAMAS］
 メディア表現研究科 教授

●  日本UNIXユーザ会 元幹事 (1988-1994)
●  担当：ソフトウェア配布、UNIX Fairなど

本日のゲスト



  

1983年設立
日本におけるUNIXや

OSSコミュニティの草分け

日本UNIXユーザ会 (jus)



  

jusの会報
主に活動報告を掲載

jus幹事が編集
設立当初から現在に至るまで継続



  

試合に至る経緯
● 昔の/etc/wallは紙媒体 (現在はPDF)
● jus事務局に眠る古文書の電子化を推進中
● 作業中に/etc/wallが全巻発掘され電子化
● /etc/wallに書かれた活動記録を紹介することで、
 当時のUNIX業界やIT業界の状況を伝えたい

● 35年分を一度に紹介するのは無理なので、
 各回ごとに年代を区切ったりテーマを設けて説明



  

おことわり
●  今日の内容は当時のIT業界のごく一部

●  jusの活動記録から見た当時の状況説明
●  jusの活動範囲外の出来事は載っていない
●  時間の関係で割愛する話題も多い

●  NGワード
●  (俺の思い出の)あの出来事が載っていない
●  なつかしい(平成生まれは知らない話なのでそん

なこと言わないはず)



  

昭和生まれの皆さんへ

発表内容の補足情報を
ハッシュタグを付けて
投稿してください

#UNIX歴史講座　#oscnagoya



  

今回の主な話題

ソフトウェア配布
1980年代後半から

1990年代半ばぐらいまでの
/etc/wallから紹介



  

前提知識：当時の状況
(1980年代後半)

インターネットありません
Webありません

GitHubもちろんありません
aptとかyumとかありません

Linuxありません
DVDありません

CD-ROM普及してない



  

/etc/wall
1991年1月号

吉田さんによる
jusフリー

ソフトウェア
配布サービス
の告知記事



  



  

この頃まだ
CD-ROMは
普及して
なかった



  

1/4インチ
ストリーマ

カセットテープ



  



  配布はjus会員限定



  
/etc/wall 1991年7月号



  

jus幹事会で
ソフトウェア

配布サービスを
提案



  



  

課題はあるが
配布に向けて準備開始



  



  



  



  



  



  



  



  



  1991年に配布したテープの説明書



  1991年に配布したテープの説明書



  



  



  



  



  

/etc/wall 1991年10月号
初のCD-ROM配布



  

CD-ROMの方が多かった



  /etc/wall 1993年7月号



  初めてLinuxを配布



  

/etc/wall
1994年1月号
第52回
jus関西

UNIX研究会



  



  



  



  

jusのソフトウェア配布一覧
● X11R3
● X11R4
● GNUソフトウェア(1990？)
● jusフリーソフトウェア(1991)
● X11R5(1991)(ここからCD-ROM)
● フリーソフトウェア '93
● 個人環境CD-ROM '93
● Font CD-ROM '95
● Internet Security CD-ROM '95
● Object Technologies '96 CD-ROM
● WebTech '97 CD-ROM
● Hot Tools '98 CD-ROM



  Font CD-ROM '95



  

「Mac OS Xはコンシューマ向けUNIX
最大勢力になるか？」(2001年6月)



  

ソフトウェアの更新をインターネット経由で
行う考え方が出てきたのはこのあたりから



  

今回のまとめ
● インターネット普及以前は、フリーソフトウェアを
 テープやCD-ROMで入手していた

● jusでも会員サービスの一環として
 フリーソフトウェア配布活動を行った

● 時代の要請に応じてさまざまなソフトウェアを配布
● 配布の元データとなるテープやCD-ROMの作成には
 相当な労力がかかった

● jusのフリーソフトウェア集は会員限定配布だった
 ので、それを目当てに会員になった人が多く、
 1990年代中期にjus会員数は最大になった(約2500人)

● 2000年代に入るとソフトウェアの入手や更新は
 徐々にネット経由に移行し、CD-ROMは廃れた



  

皆さんに
お伝えしたいこと



  

今の流行技術も
20年後には

歴史講座の題材



  

今すぐこの時代の
まとめを作る必要はない

でも今を記録に残すことは
やっておいた方がいい



  

今後の予定
6/27(土) OSC北海道オンライン
ゲスト：熊谷典大(元jus幹事)



  

他の年代の資料も
こちらで公開中

https://www.slideshare.net/hourin/

もしくは
「slideshare 法林」で検索



  

ありがとうございました

つづきは懇親会で！
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